
                        

                        

                        

 「整形外科・脳神経外科」脊椎治療のプロが本音で語る 

二つの視点が交わる時 
脊椎治療は進化する！
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（裏表紙）最高緊急度とされる「グレードＡ帝王切開」シミュレーションを実施しました。 

令和８年熊本地震DMATの支援活動報告会 

脊椎・脳神経医療の未来をナビゲートする、手術支援システムを導入しています！ 
 

手技の限界を超え、患者の安全を確固たるものにする――。 メドトロニック社が開発した脳神経外科・脊椎外科・耳鼻咽喉科
の安全な手術を支える、究極の手術ナビゲーションシステム「ステルスステーション」を導入しています。 
⚫ 圧倒的なクオリティを実現する「3つの革新」 

1. 死角ゼロの追跡（ハイブリッドトラッキング）：光学式と磁場式を融合。どんな術野でもエラーを起こさない、絶対
的な安定性を実現。 

2. 脳や骨を、瞬時に可視化（超高精度イメージフュージョン）：CTやMRI を瞬時に3D化。腫瘍や血管を自動で色分
けし、最適な侵入ルートをバーチャルシミュレーション。 

3. 限界突破のハードウェアスペック：27 インチの巨大タッチスクリーンと大容量・高速処理システムが、医師の思考
速度に遅れず追従。 

⚫ 妥協なき精密さが求められる「3大領域」 
1. 脳神経領域：侵襲を最小限に抑え、深部の腫瘍や病変へ安全に到達。 
2. 脊椎領域：肉眼で見えない複雑な変形組織へ、完璧なインプラント設置をサポート。 
3. 耳鼻咽喉領域：眼球や頸動脈に隣接する、極薄の骨切り・病変切除をミリ単位でナビゲート。 

⚫ もたらされる「3つの劇的進化」 
1. 重要血管や神経の損傷リスクを極限まで低減。 
2. 狙った場所へ最短ルートで。皮膚切開や開頭範囲を最小限に抑え、患者の負担を軽減。 
3. 迅速な自動位置合わせとデバイス連携が、手術室全体のワークフローを劇的に効率化。 

画像提供：日本メドトロニック株式会社 
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春
日
井
市
民
病
院
は
急
性
期
を
担
う
中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
の
医

療
機
関
の
皆
様
と
の
強
い
連
携
の
も
と
、
地
域
全
体
の
健
康
を
守
っ
て

い
く
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院
が
目
指
す
、「
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
最
善
の
治
療
を
提
供
す
る
」
体
制
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、

脊
椎
外
科
治
療
に
お
け
る
整
形
外
科
と
脳
神
経
外
科
の
連
携
に
よ
る
診

療
科
の
垣
根
を
越
え
た
チ
ー
ム
医
療
で
す
。 

今
回
は
、
副
院
長
の
小
栗
光
俊
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
緒

方
研
吾
整
形
外
科
部
長
、
駒
直
樹
整
形
外
科
部
長
、
加
藤
寛
之
脳
神
経

外
科
医
長
の
脊
椎
疾
患
治
療
を
牽
引
す
る
専
門
医
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
、
最
新
の
治
療
戦
略
に
つ
い
て
、
対
談
を
行
い
ま
し
た
。 

１
．
脊
椎
外
科
に
お
け
る
両
科
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
強
み 

―

本
日
の
対
談
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
小

栗
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
当
院
で
脊
椎
疾
患
を
扱
う
「
整

形
外
科
」
と
「
脳
神
経
外
科
」
で
す
が
、
紹
介
元
の
先
生
方
が
「
ど
ち

ら
の
科
に
紹
介
す
べ
き
か
」
と
悩
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
両
科
の
強
み
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
、
そ
し
て
近
年
の
手
術

の
低
侵
襲
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

緒
方 
整
形
外
科
の
手
術
は
「
固
定
術
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

が
ち
で
す
が
、
我
々
は
顕
微
鏡
や
ル
ー
ペ
を
用
い
た
緻
密
な
除
圧
術
も

日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
画
像
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
脊
椎
外
科
全
体
で
低
侵
襲
化
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
診
療
科
を
問
わ
ず
共
通
の
認
識
で
す
。 

駒 

整
形
外
科
の
最
大
の
強
み
は
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
・
靱
帯
を
含
め

た
「
運
動
器
全
体
を
総
合
的
に
評
価
で
き
る
こ
と
」
で
す
。
腰
椎
疾
患

を
疑
う
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
変
形
性
股
関
節
症
や
膝
関
節
症
が
関
与

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
全
身
の
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
や
関
節

機
能
を
総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
節
疾
患
の
治
療
も
同
時

並
行
で
進
め
ら
れ
る
の
が
整
形
外
科
の
特
長
で
す
。 

加
藤 

脳
神
経
外
科
は
、
脳
・
脊
髄
・
末
梢
神
経
を
安
全
に
扱
う
こ
と

を
最
も
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
顕
微
鏡
を
用
い
た
丁
寧
な
神
経
剥
離
や

除
圧
、
硬
膜
の
縫
合
な
ど
は
我
々
の
真
骨
頂
で
す
。 

ま
た
、
頚
椎
に
対
し
て
は
後
方
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
前
方
ア
プ

ロ
ー
チ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
腰
椎
で
も
、
内
視
鏡
を

用
い
た
低
侵
襲
手
術
を
実
施
し
て
お
り
、
脳
疾
患
と
の
鑑
別
を
含
め
た

「
神
経
症
状
の
総
合
評
価
」
に
強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

２
．
互
い
の
専
門
性
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
と
シ
ナ
ジ
ー 

―

両
科
が
同
じ
領
域
を
扱
う
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
重

要
で
す
ね
。
相
手
の
科
の
「
こ
こ
が
素
晴
ら
し
い
、
任
せ
た
い
」
と
い

う
部
分
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？ 

緒
方 

脳
神
経
外
科
の
先
生
方

は
、
や
は
り
髄
内
の
治
療
や
処

置
に
長
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
脊
髄
腫
瘍
、
特
に
髄
内
腫

瘍
や
血
管
病
変
な
ど
は
迷
わ
ず

脳
神
経
外
科
の
先
生
に
お
願
い

し
た
い
分
野
で
す
。
上
位
頚
椎

病
変
な
ど
の
後
頭
骨
頸
椎
固
定

術
な
ど
も
得
意
と
さ
れ
て
い
る

印
象
で
す
。 

駒 

同
感
で
す
。
硬
膜
内
腫
瘍
な

ど
、
硬
膜
や
神
経
組
織
の
極
め
て
繊
細
な
操
作
が
要
求
さ
れ
る
手
術
に

お
い
て
は
、
脳
神
経
外
科
の
先
生
方
の
技
術
に
深
く
敬
意
を
持
っ
て
い

ま
す
。 

加
藤 

逆
に
我
々
か
ら
見
る
と
、
整
形
外
科
の
先
生
方
が
長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
た
脊
柱
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
評
価
や
変
形
矯
正
、
骨
盤
ま
で
含
め

た
長
範
囲
の
固
定
術
の
技
術
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
ま
た
、
四

肢
関
節
疾
患
も
含
め
て
疼
痛
の
原
因
を
特
定
す
る
診
断
能
力
は
、
整
形

外
科
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。
現
在
、
両
科
の
手
技
は
近
づ
き
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、「
除
圧
か
固
定
か
」
の
二
択
で
は
な
く
、
お
互
い
の
強
み

を
持
ち
寄
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治
療
を
提
供
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

「
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
」
脊
椎
治
療
の
プ
ロ
が
本
音
で
語
る 

二
つ
の
視
点
が
交
わ
る
時
、
脊
椎
治
療
は
進
化
す
る
！

駒整形外科部長   緒方整形外科部長     小栗副院長      加藤脳神経外科医長 
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３
．
最
新
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
「
ス
テ
ル
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て 

―

昨
年
度
、
当
院
で
は
、
脊
椎
手
術
や
脳
神
経
手
術
に
使
用
で
き
る
術

中
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
「
ス
テ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
使
用
さ
れ
て
体
感
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
？ 

加
藤 

術
前
Ｃ
Ｔ
画
像
と
実
際

の
患
者
さ
ん
の
位
置
を
リ
ン

ク
さ
せ
、
手
術
器
具
の
軌
跡

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
３
Ｄ
表

示
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
の

骨
形
態
に
応
じ
た
至
適
な
太

さ
と
長
さ
の
ス
ク
リ
ュ
ー

を
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
で
安

全
に
挿
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

緒
方 

長
年
切
望
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
で
す
（
笑
）。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設

置
の
安
全
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
だ
け
で
な
く
、
術
中
の
放
射
線
被

曝
量
の
低
減
、
手
術
時
間
の
短
縮
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
高

齢
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、
よ
り
安
全
に
固
定
術
を
提
供
で
き
る
強

力
な
武
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

４
．
疾
患
別
の
フ
ァ
ー
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
：
ど
ち
ら
に
紹
介
す

べ
き
か
？ 

―

地
域
の
先
生
方
が
一
番
知
り
た
い
「
脊
椎
疾
患
の
紹
介
先
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

加
藤 

ぜ
ひ
脳
神
経
外
科
へ
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
（
笑
）、
基
本

的
に
は
多
く
の
疾
患
で
両
科
と
も
対
応
可
能
で
す
。
神
経
症
状
が
主
体

と
な
る
も
の
や
、
硬
膜
内
病
変
は
ぜ
ひ
脳
神
経
外
科
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

駒 

腰
椎
疾
患
に
変
形
性
関
節
症
が
併
存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
整
形

外
科
に
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
い
た
し
ま
す
。 

緒
方 

整
形
外
科
と
し
て
も
ぜ
ひ
当
科
へ
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が

（
笑
）、
大
前
提
と
し
て
、
迷
わ
れ
た
ら
ど
ち
ら
の
科
に
送
っ
て
い
た

だ
い
て
も
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
院
内
で
適
切
に
連
携
し
、
目
の
前

の
患
者
さ
ん
に
最
善
の
対
応
を
い
た
し
ま
す
。 

―

緒
方
先
生
が
お
話
し
す
る
よ
う
に
整
形
外
科
と
脳
神
経
外
科
で
連
携

す
る
こ
と
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
紹

介
さ
れ
て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
で
は
、
疾
患
別
ど
の
よ
う

な
治
療
を
選
択
す
る
の
か
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
性
椎

体
骨
折
（
Ｂ
Ｋ
Ｐ
適
応
な
ど
）
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

加
藤 

Ｂ
Ｋ
Ｐ
（
経
皮
的
バ
ル
ー
ン
椎
体
形
成
術
）、
固
定
術
適
応
を
含

め
、
ど
ち
ら
の
科
で
も
対
応
可
能
で
す
。 

 

駒 

Ｂ
Ｋ
Ｐ
、
従
来
の
後
方
か
ら
の
固
定
術
に
加
え
、
症
例
に
よ
っ
て

は
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
（
斜
め
前
方
腰
椎
椎
体
間
固
定
術
）・
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
（
極
側

方
腰
椎
椎
体
間
固
定
術
）
も
考
慮
し
ま
す
。 

※ 

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
は
、
斜
め
前
方
（
大
腰
筋
と
腹
部
大
動
脈/

腸
骨
血
管

の
間
）
か
ら
侵
入
す
る
た
め
大
腰
筋
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
筋

肉
の
損
傷
が
少
な
い
が
、
大
動
脈
・
静
脈
近
傍
を
通
る
た
め
周

到
な
剥
離
が
必
要
に
な
る
。
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
は
、
真
横
（
大
腰
筋
を

直
に
割
り
込
ん
で
進
入
）
か
ら
侵
入
す
る
た
め
筋
肉
を
貫
通
し

一
時
的
な
下
肢
麻
痺
・
違
和
感
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
主
幹
血
管

か
ら
離
れ
る
た
め
血
管
損
傷
リ
ス
ク
は
比
較
的
低
い
。 

 

―

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
は
ど
う
で
す
か
。 

駒 

ど
ち
ら
の
科
で
も
対
応
可
能
で
す
。
椎
間
板
内
酵
素
注
入
療
法

（
ヘ
ル
ニ
コ
ア
🄬🄬
注
入
療
法
）
に
つ
い
て
は
２
０
２
６
年
５
月
１
日
か

ら
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
か
ら
実
施
可
能
施
設
の
認
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
適
応
に
つ
い
て
は
当
科
で
判
断
い
た
し
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん

か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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加
藤 
脳
神
経
外
科
で
は
、
頚
椎
で
は
前
方
除
圧
固
定
術
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）

や
人
工
椎
間
板
置
換
術
、
腰
椎
で
は
片
側
進
入
両
側
除
圧
（
Ｕ
Ｌ
Ｂ
Ｄ
）

や
内
視
鏡
手
術
な
ど
、
病
態
や
患
者
さ
ん
の
背
景
に
応
じ
て
術
式
を
選

択
し
て
い
ま
す
。 

 

 

―

私
も
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ヘ
ル
ニ
コ
ア
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
画
像
診
断
で
治
療
効

果
が
期
待
で
き
る
タ
イ
プ
の
ヘ
ル
ニ
ア
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
ヘ
ル
ニ
コ
ア
の
抗
体
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
過
去
に
こ
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
で
な
い
と
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

脊
柱
管
狭
窄
症
（
椎
弓
切
除
）
の
治
療
は
ど
う
で
す
か
。 

加
藤 

ど
ち
ら
の
科
で
も
対
応
可
で
す
。
脳
神
経
外
科
で
は
頚
椎
で
は

後
方
か
ら
の
椎
弓
形
成
術
に
加
え
て
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
や
人
工
椎
間
板
置
換
術
、

腰
椎
で
は
よ
り
低
侵
襲
な
Ｕ
Ｌ
Ｂ
Ｄ
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

駒 

腰
椎
に
つ
い
て
は
顕
微
鏡
下
に
棘
突
起
縦
割
式
椎
弓
切
除
術
を
行

う
こ
と
が
多
い
で
す
。
内
視
鏡
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
比
較
的
小
さ

い
皮
膚
切
開
で
手
術
可
能
で
す
。 

 

 

―

頚
椎
症
性
脊
髄
症
（
手
足
の
巧
緻
運
動
障
害
）
は
ど
う
で
す
か
。 

駒 

ど
ち
ら
の
科
で
も
対
応
可
能
で
す
。
後
方
か
ら
の
椎
弓
形
成
術
が

大
半
で
す
が
、
単
椎
間
の
症
例
で
あ
れ
ば
、
前
方
手
術
も
考
慮
し
ま
す
。 

加
藤 

脳
神
経
外
科
で
は
頚
椎
前
方
か
ら
の
圧
迫
が
強
い
病
変
に
対
し

て
は
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
や
人
工
椎
間
板
置
換
術
、
必
要
に
応
じ
て
前
方
椎
体
切

除
術
（
コ
ル
ペ
ク
ト
ミ
ー
）
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 

―

高
度
な
す
べ
り
症
や
側
弯
を
伴
う
腰
椎
疾
患
（
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
異
常
）

は
ど
う
で
す
か
。 

駒 

症
例
に
よ
っ
て
は
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
・
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
も
実
施
可
能
で
す
。
側

弯
症
で
広
範
囲
の
固
定
術
が
必
要
な
患
者
様
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ご
紹

介
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
科
で
対
応
困
難
な
場
合
は
、
当
科
か
ら
大
学
病

院
等
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

加
藤 

高
度
な
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
矯
正
や
長
範
囲
固
定
が
必
要
な
症
例
で

は
整
形
外
科
の
専
門
性
が
生
き
る
場
面
が
多
い
と
思
い
ま
す
。 

―

脊
柱
靭
帯
骨
化
症
（
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
／
Ｏ
Ｙ
Ｌ
）
や
脊
髄
腫
瘍
は
ど
う
で

す
か
。 

駒 

Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
・
Ｏ
Ｙ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
科
で
も
対
応
可
能

で
す
。
脊
髄
腫
瘍
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
科

で
対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
脳
神
経
外
科
と
連
携
し
て
治
療
に
当
た
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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加
藤 
脳
神
経
外
科
で
は
頚
椎
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
の
前
方
椎
体
切
除
術
（
コ
ル

ペ
ク
ト
ミ
ー
）
も
対
応
可
能
で
す
。
脊
髄
腫
瘍
や
髄
内
病
変
、
硬
膜
内

病
変
は
脳
神
経
外
科
の
得
意
分
野
で
す
。 

―

こ
う
い
う
症
例
は
脳
神
経
外
科
あ
る
い
は
整
形
外
科
に
送
っ
て
も
ら

え
る
と
、
う
ち
の
科
の
特
性
を
100
％
活
か
せ
る
と
い
う
具
体
例
は
あ

り
ま
す
か
？ 

駒 

頚
椎
症
性
脊
髄
症
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、

骨
粗
鬆
症
性
椎
体
骨
折
な
ど
、
す
べ
て
の
症
例
に
対
応
可
能
で
す
。
腰

椎
疾
患
に
変
形
性
関
節
症
が
併
存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
、
変

形
性
関
節
症
に
つ
い
て
も
同
時
対
応
い
た
し
ま
す
。
治
療
に
お
困
り
の

際
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

加
藤 

脊
髄
腫
瘍
や
硬
膜
内
病
変
、
神
経
症
状
が
主
体
と
な
る
頚
椎
・

腰
椎
疾
患
は
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
頚
椎
前
方
病
変
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
・

人
工
椎
間
板
・
コ
ル
ペ
ク
ト
ミ
ー
）
や
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
・
腰
椎

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る
低
侵
襲
手
術
（
Ｕ
Ｌ
Ｂ
Ｄ
・
内
視
鏡
手
術
）

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
や
脳
腫
瘍
な
ど
脳
疾
患

と
の
鑑
別
も
含
め
、
神
経
症
状
を
総
合
的
に
評
価
で
き
る
こ
と
も
脳
神

経
外
科
の
特
色
で
す
。 

５
．
紹
介
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
「
レ
ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
」 

―

そ
れ
ぞ
れ
の
科
の
治
療
方
法
や
得
意
な
部
分
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
今
ま
で
脊
椎
疾
患
の
診
療
を
専
門
に
し
て
き
た
先
生
方
の

経
験
か
ら
開
業
医
の
先
生
方
が
保
存
療
法
を
見
切
り
、
早
急
に
紹
介
す

べ
き
「
レ
ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
（
危
険
兆
候
）」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

緒
方 

基
本
的
に
は
、
神
経
学
的
異
常
（
筋
力
低
下
、
膀
胱
直
腸
障
害
）

が
あ
れ
ば
至
急
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
疼
痛
が
強
く
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
、
ま

わ
り
の
介
護
者
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
状
況
も
、
広
義
の
意
味
で
危

険
な
状
況
で
す
の
で
、
遠
慮
無
く
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

加
藤 

緒
方
先
生
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、
発
熱
や
炎
症
反
応
を
伴
う
脊

椎
感
染
、
悪
性
腫
瘍
が
疑
わ
れ
る
症
例
も
早
期
の
対
応
が
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。 

―

神
経
症
状
が
進
む
と
手
術
し
て
も
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
私
も
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
持
ち
な
の
で
と
て
も
怖
い
の
で
す
が
、

脊
柱
管
狭
窄
症
や
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
、
除
圧
術
を
検
討
す
べ

き
「
神
経
症
状
の
進
行
ス
ピ
ー
ド
」
の
目
安
は
あ
り
ま
す
か
？ 

緒
方 

急
激
な
症
状
の
増
悪
は
、
保
存
的
治
療
の
限
界
の
可
能
性
が
あ

り
、
外
科
的
治
療
の
判
断
材
料
で
す
。
患
者
本
人
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
／Ｑ
Ｏ
Ｌ

低
下
、
困
っ
て
い
る
度
合
い
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
。
判
断
に
迷
い
ま
し

た
ら
い
つ
で
も
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
と
対
応
い
た
し
ま
す
。 

加
藤 

数
日
～
数
週
間
単
位
で
悪
化
す
る
症
状
は
早
め
の
評
価
が
必
要

で
す
。「
最
近
ボ
タ
ン
が
留
め
に
く
く
な
っ
た
」「
箸
が
使
い
づ
ら
く
な

っ
た
」「
歩
き
方
が
急
に
変
わ
っ
た
」
と
い
っ
た
変
化
も
重
要
な
サ
イ

ン
で
す
。 

―

紹
介
時
の
画
像
検
査
や
前
医
で
の
治
療
歴
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？ 

加
藤 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
ま
で
あ
れ
ば
治
療
方
針
の
決
定
は
格
段
に
早
く
な
り
ま

す
が
、
画
像
手
配
で
紹
介
が
遅
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
病
歴
と
身
体
所
見

の
み
で
の
ご
紹
介
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
ど
の
高
位
の
ブ
ロ
ッ

ク
注
射
が
奏
効
し
た
か
」
と
い
う
情
報
は
、
除
圧
す
べ
き
責
任
病
変
を

特
定
す
る
上
で
極
め
て
有
用
な
情
報
と
な
り
ま
す
。 

６
．
逆
紹
介
と
術
後
管
理
（
連
携
医
療
機
関
の
皆
様
へ
の
お

願
い
） 

―

手
術
が
無
事
終
了
し
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
「
逆
紹
介
」
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
留
意
点
は
あ
り
ま
す

か
？ 

緒
方 

術
後
、
軽
減
し
て
い
た
症
状
の
再
燃
や
新
た
な
神
経
症
状
が
出

現
し
た
場
合
は
術
後
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

お
戻
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
地
域
の
先
生
方
に
一
番
お
願
い
し
た
い

の
は
「
骨
粗
鬆
症
の
継
続
治
療
」
で
す
。
高
齢
者
の
変
性
疾
患
に
対
し

て
固
定
術
を
行
っ
た
後
、
隣
接
椎
間
の
骨
粗
鬆
症
性
椎
体
骨
折
（
Ｏ
Ｖ

Ｆ
）
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
に
よ
る
骨
粗
鬆
症
管

理
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
藤 

同
感
で
す
。
固
定
性
の
維
持
や
再
骨
折
予
防
に
お
け
る
骨
粗
鬆

症
治
療
の
継
続
は
非
常
に
重
要
で
す
。
遅
発
性
の
感
染
等
に
注
意
を
払

っ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
二
人
三
脚
で
患
者
さ
ん
を
管
理
し
て
い
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

―

今
後
の
抱
負
と
地
域
医
療
機
関
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

緒
方 

当
院
は
多
数
の
脊
椎
外
科
医
を
擁
し
、
外
科
的
治
療
の
選
択
肢

を
豊
富
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
診
療
圏
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

当
院
が
脊
椎
治
療
の
強
力
な
窓
口
に
な
れ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
と
い
う
科
の
枠
を
超
え
て
協
力
し
合
い
、
さ

ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

加
藤 

脊
椎
疾
患
で
「
整
形
外
科
か
、
脳
神
経
外
科
か
」
と
迷
わ
れ
る

先
生
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
の
は
「
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
専
門
医
に
つ
な
い
で
い
た
だ
く
こ
と
」
で
す
。
迷
わ
れ
た
場
合
も

遠
慮
な
く
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
春
日
井
市
民
病
院
と
し
て
、
両
科
が
リ

ス
ペ
ク
ト
し
合
い
な
が
ら
連
携
し
、
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治
療
を
ご
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

駒 

加
藤
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
ど
ち
ら
の
診
療
科
と
い
う

の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
の
診
療
科
で
あ
っ
て
も
「
春
日
井
市
民
病
院
の

脊
椎
外
科
」
と
し
て
連
携
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
善
の
治
療
を
提

供
い
た
し
ま
す
。 

―

「
恕
」
の
心
で
患
者
さ
ん
に
向
き
合
い
、
最
新
の
技
術
と
両
科
の
シ

ナ
ジ
ー
を
も
っ
て
、
地
域
医
療
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
さ
ら
に
強
固

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
先
生
方
か
ら
の

ご
紹
介
を
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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高
血
圧
専
門
外
来
を
開
設
し
ま
し
た 

日
本
高
血
圧
学
会
認
定
の
専
門
医
が
原
因
を
詳
し
く
調
べ
、
臓
器
へ

の
影
響
を
評
価
し
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
治
療
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
治
療
法
の
腎
デ
ナ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
今
年
中
に
施

設
認
定
を
取
得
し
ま
す
。
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
困
る
方
が
み
え

ま
し
た
ら
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

【
高
血
圧
の
新
し
い
治
療
「
腎
デ
ナ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
始
し
ま
す
】 

２
０
２
６
年
３
月
に
保
険
適
用
と
な
っ
た
「
腎
デ
ナ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
複
数
の
薬
を
飲
ん
で
も
血
圧
が
下
が
り
に
く
い
方
を
対
象
に
、
カ

テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
腎
動
脈
周
囲
の
交
感
神
経
の
働
き
を
抑
え
、
血
圧

の
低
下
を
図
る
治
療
で
す
。 

              

【
診
療
の
ご
案
内
】 

・ 

診
療
日
： 

毎
週 

月
曜
日
・
木
曜
日 

・ 

時  

間
： 

９
時
～
12
時 

／ 

13
時
～
14
時 

・ 

担
当
医
： 

藤
川 

裕
介 

循
環
器
内
科
部
長 

（
日
本
高
血
圧
学
会 

高
血
圧
専
門
医
） 

泌
尿
器
科
専
攻
医 

北
山
拓
郎 

米
国
マ
イ
ア
ミ
の
地
を
踏
む
！ 

米
国
マ
イ
ア
ミ
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｒ
Ｓ 

２
０
２
６
（Society of 

Robotic Surgery

）
へ
参
加
し
た
北
山
拓
郎
（
写
真
右
：
愛
知
県
春
日

井
市
出
身
）
の
報
告
で
す
。 

髙
井
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
セ
ン
タ

ー
主
任
部
長
（
写
真
中
央
）
の

口
頭
発
表
に
泌
尿
器
科
上
川
医

師
（
写
真
左
）
と
と
も
に
随
行

し
、
専
攻
医
１
年
目
で
国
際
学

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

術
者
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
手
術
を

通
じ
て
、
手
技
や
解
剖
の
捉
え

方
、
判
断
力
を
学
習
で
き
た
と

と
も
に
、Vipul Patel

先
生
、James R. Porter

先
生
、
吉
岡
邦
彦
先

生
な
ど
国
内
外
の
著
名
な
先
生
方
と
直
接
対
話
し
、
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
発
表
後
の
質
疑
応
答
や
臨
床
応
用
・
課
題
解

決
に
向
け
た
議
論
の
積
極
性
に
深
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。 

今
後
は
、
最
先
端
医
療
と
世
界
レ
ベ
ル
の
議
論
に
触
れ
た
こ
と
で
、

「
い
つ
か
自
身
の
研
究
や
手
術
に
つ
い
て
世
界
と
議
論
し
た
い
」
と
い

う
目
標
と
と
も
に
、
日
常
診
療
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
国
内
で
の
研

究
・
学
会
発
表
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
成
長
を
温
か
く
支
え
て
く
れ
る
、
当
院
の
素
晴
ら
し
い
風
土
の
お
か

げ
だ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を
し
っ
か
り
と
力
に
変
え
、
地
域
の
皆

様
や
医
療
機
関
の
先
生
方
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

医
療
と
し
て
還
元
で
き
る
よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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最
高
緊
急
度
と
さ
れ
る
「
グ
レ
ー
ド
Ａ
帝
王
切
開
」 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。 

グ
レ
ー
ド
Ａ
帝
王
切
開
と
は 

母
体
や
赤
ち
ゃ
ん
の
生
命
に
著
し
い

危
険
が
迫
っ
て
い
る
際
、
手
術
決
定
か
ら
「
30
分
以
内
」
の
娩
出
を

目
指
す
最
高
緊
急
度
の
帝
王
切
開
で
す
。 

当
院
で
は
、
休
日
や
夜
間

で
あ
っ
て
も
、
産
婦
人
科
・
小
児
科
・
麻
酔
科
の
医
師
、
助
産
師
、
手

術
室
看
護
師
、
当
直
師
長
が
即
座
に
連
携
し
、
迅
速
か
つ
正
確
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

８
月
20
日
に
実
施
し
、
訓
練
後
は
各
職
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
や

役
割
分
担
を
念
入
り
に
振
り
返
り
、
課
題
や
改
善
点
を
共
有
し
ま
し
た
。 

                    

令
和
８
年
熊
本
地
震 Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
支
援
活
動
報
告
会 

被
災
地
は
、
観
測
史
上
最
高
の
40
℃
を
超
え
る
酷
暑
に

見
舞
わ
れ
る
な
ど
過
酷
な
生
活
環
境
の
中
、
懸
命
な
復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期
断
水
に
加
え
避
難
所
等
の

エ
ア
コ
ン
が
未
整
備
な
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
が
悪
化
し
災
害
関
連

死
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

当
院
と
し
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

⚫
 

活
動
内
容
：
熊
本
県
庁
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
に
て
８
月
５

日
か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間 

① 

活
動
指
揮
：
保
健
福
祉
活
動
の
全
体
統
括
と
方
針
決
定 

② 

福
祉
施
設
支
援
：
施
設
入
所
者
の
安
全
確
保
や
他
施
設
へ
の
避

難
調
整
、
避
難
生
活
に
お
け
る
生
活
機
能
や
ケ
ア
体
制
維
持
の

た
め
の
福
祉
分
野
の
専
門
チ
ー
ム
の
派
遣 

③ 
物
資
支
援
：
国
や
関
係
団
体
と
調
整
し
物
資
の
調
達
を
行
う
と

と
も
に
配
送
体
制
の
構
築
と
管
理 

【
派
遣
隊
員
た
ち
の
声
】 

春
日
井
を
出
発
し
、
救
急
車
と
ワ
ゴ
ン
車
で
14
時
間
。
参
集
先
へ

向
か
う
移
動
の
最
中
も
宿
泊
先
を
探
し
て
電
話
を
か
け
続
け
、
よ
う
や

く
八
代
市
か
ら
50
分
ほ
ど
の
ホ
テ
ル
を
確
保
し
て
深
夜
２
時
に
到
着

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
移
動
中
に
参
集
場
所
が
八
代
市
か
ら
熊
本
県
庁

へ
変
更
に
な
る
連
絡
が
あ
り
、
確
保
し
て
あ
っ
た
翌
日
か
ら
の
宿
で
は

熊
本
県
庁
へ
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
た
め
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
し
た
。 

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況
の
な
か
で
の
救
援
活
動
は
一
筋
縄
で

は
い
か
ず
、
厳
し
さ
を
痛
感
す
る
場
面
の
連
続
で
し
た
。
け
れ
ど
、
ど

れ
ほ
ど
大
変
な
活
動
で
あ
っ
て
も
、
現
地
に
駆
け
つ
け
、
不
安
な
思
い

を
抱
え
る
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
た

こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
救
い
で
あ
り
、
心
か
ら
の
誇
り
で
す
。 

 

                        

※ 

当
院
の
最
新
の
情
報
は
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
左
のＱ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
登
録
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 
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